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東京バッハ合唱団との関わり

大村 昨 2000 年 8月 17日、深津文雄先生が 90歳の

ご生涯を閉じられました。合唱団月報にとりあげて、

皆様にお伝えしたいと思ったのですが、現在、合唱

団とのつながりは、むしろ御子息の大慈さんのほう

に移っていて、文雄先生のことを書くとすれば、大

慈さんとのことにも触れないわけにはゆかないと思

えたのです。

いちばんありがたいのは、大慈さんの筆で父･文雄

先生のことを書いていただければ、一石二鳥と考え、

お願いもしていたのですが、超ご多忙の大慈さんの

こと、それにとても簡単にとり組めるような対象で

はないことが、よくわかります。

そこで、箱根に一泊取材旅行という形で、とりあ

えずの記事にさせていただこうと思いつきました。

思いつくまま話していただこうというわけです。

1972 年に私が『バッハ合唱団の十年』を出版した

ときに、「まえがき」を文雄先生にお願いし、また 1992

年に『東京バッハ合唱団―三十年の歴史』を出した

ときには、「最初のクリスマス」「バッハ･ゼミナール」

「〈バッハ合唱団の十年〉出版」等、いくつもの個所

で、文雄先生のことを紹介しています。

『三十年の歴史』の中から引用してみます。

いま、『バッハ合唱団の十年』を読みかえしてみ

ると、この本全体を貫いて、はからずも一本の見え

隠れする太い縦糸が通っていることに気づきます。

それは、その頃私が心の深いところで影響を受け、

実際に活発な交流のあった、深津文雄先生と、先生

のおつくりになった婦人のための保護施設「かにた

婦人の村」の存在です。私はこの本を書き終える頃、

「まえがき」を書いていただくのに第一に頭に浮ん

だのが深津先生でした。お願いすると、深津先生も

またこころよくお引き受けくださり、ユニークな「ま

えがき」を書いてくださったのでした。

それを読むと、深津文雄先生という方が、いかに

一くせも二くせもあるただならぬ人物かということ

が、よく出ています。先生も 1970 年に『いと小さく

貧しき者に―コロニーヘの道』という、千葉県館山

市に長期婦人保護施設をおつくりになるまでの奮闘

記を出版され、その御事業は広く世に知られてき

ましたので、ここであらためて御紹介することもな

いのですが、この方がまた大のバッハ好きで、『礼拝

と音楽』の編集の仕事を通じて知己を得て以来、私

はバッハ合唱団の骨組づくりにどんどん先生のお力

をお借りするようになりました。

『バッハ合唱団の十年』の中から、深津先生に関連

する内容をひろってみると、合唱団発足の 1962 年 12

月 16 日、「かにた婦人の村」の前身「いずみ寮」を

訪問したことが、まず出てきます。

それから、月１回定期的に「バッハ・ゼミナール」

を続けてゆく企画に、はじめから深津先生のお力を

仰いだことが、１章を設けて報告されています。蓋

あけまでの期待にみちた準備、そして先生の御病気

による、第２回早々からの無残な進路変更。

館山市に「かにた婦人の村」ができてからは、合

唱団も数回泊りがけで訪問し、小演奏会・交歓会な

どをしました。私自身も大学のいろいろなグループ

を連れて訪問し、研究費の予算の中からも比較的自

由にそれを支えることができました。

1970 年には、先生の御子息がその頃団員となって

バッハ合唱団の中で歌っていらしたのですが、その

大慈さんの発案で、合唱団の定期演奏会を慈善演奏

会と兼ね合わせ、杉並公会堂・渋谷公会堂と２回と

も大きなホールに移して、収益をうみ出し、「かにた

婦人の村」の一画に、作業棟を建てたのでした。

この頃から、深津二世と私との交流もまた繁くな

り、「かにた婦人の村」の歴史にも栄光とドラマの内

容が加わって、それはそれで一冊の部厚い本が書け

るほどなのですが、実際には、私がその後大学を辞

職したのを最後に、館山訪問の機会が途絶えてしま

いました。私の手をはなれても、明星大学の学生た

ちの館山合宿と婦人の村訪問とは、この大学の音楽

クラブの伝統となって、相変らず現在も続いている

とききます。
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私が文雄先生にお目にかかった最後は、1995 年、

長い休止のあと、大慈さんからお知らせがあり、「カ

ードテリア」というグリーティングカード専門店を

開店することになったので、そのオープニングにぜ

ひ、というご招待をいただき、自由が丘のお店に伺

ったときです。館山にお住まいの文雄先生ご夫妻が、

とても晴れやかなお顔でお見えになり、多くの方々

と楽しげにご歓談になりました。その後も何回か出

版物、テレビなどで接する機会があり、とくに 98

年 4月の早朝、テレビ（再放送、NHK 教育テレビ「心

の時代」）で偶然にもゆっくりと先生の現状をうかが

うことできたのは、しあわせでした。

昨年 11 月 23日に、想い出の板橋、茂呂塾保育園

で先生の「追悼のつどい」があり、

その折に数々のプレゼントが、参

列者に配られました。カットに使

わせていただこうとしている「お

きよと声あり」も、その日に歌わ

れ、プログラムに印刷されていた

ものです。また、御著『聖書の真

髄』もいただき、あらためて読み

返しても、1953 年にラジオで語ら

れた内容が、今日の日本にそっく

りそのまま力をもって迫ってくる

のを感じます。

…悪とは何か？ ……それは、
人格を傷つけるからだと思いま
す。人間が、人間として生きてい
る、その全体―それを正しくみと
めあってゆくということ、から外
れるからです。

…神を信じ、人格を尊重しようとしない人間に、
それから外れる危険―ほんとうの罪―は問題となら
ないのかもしれません。そのことが、ヒッキョウす
るに、今日の日本―神のいない、人格の喪失された
日本―をもたらしたのであります。その悲惨さは、
毎日みなさんの御覧のとおりであります。

なにしろ、私の芸大生時代から昨 2000 年にわたる、

半世紀にも及ぶ年月のことですから、私あるいは合

唱団との関わりを気にしながらでは、とてもむずか

しいでしょうから、大慈さん、そういうことはいっ

さい措いて、まずお父様のことから、ご自由に話し

始めていただけませんか。

息子から見た父･深津文雄

深津 ぼくの子供のころ（1947 年生まれ、姉二人の

長男）、父がよく家にいるでしょう。ひとからお父さ

んの会社は、と聞かれて「アバコ」と答えていたよ

うです。先ほどのラジオもそうですが、アバコ（AVACO、

キリスト教視聴覚センター）によく出かけていたも

のですから。

学生時代から、父はバッハに打ち込んでいて、ア

バコにレコードを集めてもらい、また当時で 50万円

というすばらしいＬＰの再生装置を寄付してくれた

方があったり、海外からもレコードが届いたりして、

週 1回アバコのスタジオで、バッハの音楽の放送を

受けもっていました。上富坂教会で人を集めて、バ

ッハの無伴奏チェロソナタをかけたときなどは、み

んな涙を流して感動したそうです。

信仰の面では、深津文雄という人間は、一生イェ

スに深くとらわれた人で、人間洞察にすごいものを

もっていたと思います。人一倍、

神との対話というか、自分に自分

を問う時をたっぷりと生きていた

ようです。

大村 あなたがお父様をよく理解

なさり、それを伝えようという姿

勢でいらっしゃることは、とても

すばらしいと思うのです。息子の

立場から、父親の生き方を肯定さ

れながら、ご自分はどのように生

きることを考えられるのでしょう

か。

深津 ある段階までは、父と一緒

にやってゆこうとしていたのだと

思います。ご存じのように、父は

とても自己主張のはげしい人間で、

価値観も自分のものを押しとおし、

身内の者への NOが強く、周りのものはなかなか耐え

きれない。

ぼくが学生時代、バッハ合唱団に参加していて、

礒谷威先生の発声レッスンを数回受けました。礒谷

先生は風貌も父と似ていて、最初から、これはわが

師、と感じたのです。「深津君、目を閉じてごらんな

さい、あなたのまわりに天使がたくさんいるでしょ

う、それと声を合わせるんですよ」なんて、ふつう

なかなか言われないことを、はじめにおっしゃった。

そして、あなたはイタリア式発声を学ぶとよい、チ

ェーザレ・シェピを聞いてごらんと言われたけれど、

そんなレコード探しようがない。すると、父はアメ

リカから取り寄せてくれました。わが家でそのレコ

ードをかけると、ぼくの子どもが「あ、お父ちゃん

が歌ってる」なんて言ってました。
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大村 きっと、同じような声質なんでしょう。文雄

先生も、イタリア人の血が流れているのでは、と思

えるほど、深いつややかなお声でしたものね。だか

ら、長い長いブランクの後、数年前にあなたがまた

現れて、バッハ合唱団で、また歌いたいと言われた

とき、とてもうれしかったのですけれど。

深津 今だって、すぐにでも行きたくてたまらない

んですよ。でも、自分で始めた仕事だから、いくら

時間をかけても間に合わないくらいで、現在は気ば

かりはありながら、あらゆるものがお預けになって

います。これではいけないと思いながら、当分は…。

大村 文雄先生がこの合唱団の始めのころ、バッハ

ゼミナールの打合せにいらしてくださったとき「ぼ

くの若いころには想像もつかなかったような、すば

らしいことが、今はできるようになったんだなあ」

とつくづく喜んでくださったのです。もう少し早く

て、先生ご自身も演奏に参加なされたらすばらしか

ったでしょうにね。

いつか、大慈さんの発案で、年 2回、杉並公会堂

と渋谷公会堂で、バッハ合唱団が「かにた婦人の村」

のために定期演奏会をささげましたね（1970 年）。

大慈さんがひとりでがんばってくださり、作業棟の

建設という、目に見える成果も残してくださったの

ですが、お父様はどう言っておられました？

深津 資金つくりは、それまで映画会とかいくつか

してましたけれど、内容には必然性がなく、バッハ

合唱団がバッハを歌ってくれるのだから、いちばん

ふさわしい内容でうれしい、心の底からありがとう

と言いました。

実際、かにた村の夏祭りなどでも、どうしても芸

能大会みたいになって、それを父は、非文化的でつ

まらない、バッハのこれとこれをやるとよい、など

と、高踏的な主張をくりかえしていました。

いちど澄んだ水を飲んだ人なら、二度と泥水を飲

まなくなる、元にもどらないように、どんどんいい

ものを与えようよ、それが人間に対する信頼なんじ

ゃないか、というのが、理想主義者の父の言い分な

んですね。彼がいなくなった今では、もうさっそく、

職員でも、これまではあまり硬かったから、もっと

わかる音楽をやりましょうよ、という風潮になって

きていると聞きます。

大村 かにたの中では本物を味わわせたい、という

ことだったのですね。

深津 食べ物でもなんでもそうで、ここでできるも

のを売ってお金をかせいだりしないで、作るものは

みんなで食べてしまおう、貨幣価値に置き換えるの

はやめよう、ということでした。

死をへだてた交わり

大村 さて、お父様に去られて、現在はどのような

心境でしょうか。

深津 これまでも、自分は離れて存在していました

からね。消えたからといって、特別な変化はないの

ですが、むしろおもしろいことに、以前よりも非常

に親しくなって、今ここの場にいる、という、それ

ほどに近い存在になってしまっているのです。ぼく

は彼にいろいろつらい思いをさせて来ているので、

申し訳ないという気持ちも強いのでしょうが、先ほ

ども話したように身内（彼のつくった組織内）に対

する NOの強さが激しい人だっただけに、あまり好意

的に評価がされていない面がある。それに対してぼ

くは、正当に評価して伝えたい、という気持ちなの

です。

大村 生前とても親しかった、あるいは自分にとっ

て価値のあった人物が世を去ったあと、これまでよ

りも純粋な形で交わりが始まる、という経験は、７

歳で父と死別した私の、心の核に持ちつづけている

気持ちで、よくわかるのです。とてもいい関係にな

る、そのようなお父様に恵まれて、あなたもおしあ

わせです。

直接つながらないかもしれませんけれど、私が、

父子おふたりに接して、私との交流を振りかえって

みるとき、これもずいぶん若いころに感銘を受けた、

深津文雄訳詞による”Wachet ａｕｆ，ｒｕｆｔ ｕｎｓ ｄｉｅ Ｓｔｉｍｍｅ“. 深津文雄追悼のつどい式次第より．バッハがカンタータ第 140番＜めざめよと呼ばわ
る ものみの声高し＞の基本コラールとして用いたものと同じ．東京バッハ合唱団第 89回定期演奏会（本年 5月 12日）の上演曲目に含まれる．
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深津大慈氏

A.シュヴァイツァーの次のくだりを思い出すので

す。これは、バッハのカンタータ第６番“とどまれ わ

れらと”が描き出す、イェスと弟子たちが再会する

エマオ途上の世界、そのもののように感じられます。

一般に、人間と人間との関係のなかには、私たち

が通常みとめているよりも、はるかに多くの神秘が

ひそんでいるのではないだろうか？ なん年もまえ

から毎日いっしょにくらしている相手であっても、

ほんとうにその人を自分が知っているとは、私たち

の誰も主張するわけにはいかない。私たちはどんな

に親密な人たちにも、自分の内的体験をつくりあげ

ているものの断片しか伝えることができないのであ

る。全体を示すというようなことはできないことだ

し、できたとして、相手がそれをとらえることはで

きないだろう。私たちは、たがいに相手の顔形をは

っきり見わけることのできない薄暗がりのなかを、

いっしょに歩いているのだ。ただ、ときおり、私た

ちが道づれとなにかを経験したり、たがいにことば

をかわしたりすることによって、一瞬のあいだ、稲

妻に照らし出されたように、私たちのそばにその道

づれのいることがわかる。そうしてそのとき私たち

は、相手の様子を看てとる。が、それからまた、お

そらく長いあいだ、暗がりのなかを、ならびあって

歩いて行く。そして相手の顔形を思いうかべようと

しても、それができない。

私たちがたがいに神秘であるというこの事実を、

私たちはそのまま受け入れなければいけない。たが

いに知りあうということは、たがいに相手のことを

なにもかも知りつくすということではなく、たがい

に愛と信頼とを抱きあい、たがいに信じあうことで

ある。人は他人の本質のなかへはいりこもうとすべ

きではない。他人を分析するのは―精神錯乱者を正

常にもどすためでないかぎり―高尚なしわざとはい

えない。肉体的な恥ずかしさばかりでなく、精神的

な恥ずかしさもあるのであって、私たちはこれを尊

重しなければならない。魂も己れの殻を持っている

のであって、これをはぎとるべきではない。私たち

はたがいに、君とぼくとはこれこれのあいだがらだ

から、ぼくには君のあらゆる考えを知っておく権利

がある、などと言ってはならない。母親でさえ、わ

が子に対してそういう態度をとることは許されない。

そうした種類の要求は、すべてばかげており有害で

ある。この場合必要なのは、みずから与え、それに

よって人の与える気持をめざますことである。君と

行をともにする人たちに、君の精神的本質を、でき

るだけ多くわかちあたえるがよい。そして、その人

たちから返ってきたものを、貴重なるものとして受

けとるがよい。
（Ａ.シュヴァイツァー『生い立ちの記』白水社、内
垣・杉山訳）

「カードテリア」の事業を起こして

大村 あなたが 1995 年に独立して「カードテリア」

を始められた、そしてオープニングの日にご両親を

お招きになったとき、先生もとても喜んでいらした

でしょう。

深津 そうですかね。よくわかりませんけど。子ど

もの頃から、誕生日には、プレゼントはなくてもカ

ードは必ずあげるもの、という習慣で育ったもので、

そのつど適当なのがなかなかなくて、自分で作った

りもしました。ドイツのミッションなどの送ってく

る写真のすばらしいカードがあって、まずそれがぼ

くの心をとらえました。中でもグローというメーカ

ーのカードがとてもよく、自分でもそれをお手本に

して作ってみた。何かをつくるというのが生きがい

の人間なので、海外でたくさんのカードを買い集め

て、今までなかった分野、日本でカード文化をひろ

める仕事をしてみたいという気持ちが現実化してき

たのです。

大村 ご自分の生活に根ざした発想で、すばらしい

ですね。ところで、これからの展望はどのようなも

のとお考えでしょうか。

深津 なるべくいいカードを仕入れて紹介している

わけですけれど、もうすでに多くの人が始めている
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ので、だんだんと難しくなってきています。あんが

い外国にはカード専門店がないので、海外でもやっ

てみたいという気もあります。

大村 日本ではどのような評価なのでしょうか。

深津 この「カードテリア」に対する思い入れは、

当のわれわれよりも、まわりのほうがつよくもって

いるほどです。われわれの生きる余地はまだまだ可

能だと思っています。マネージメントにつよいスタ

ッフが支えてくれれば、と思います。

大村 最近はパソコンとかインターネットとかで何

でもつくり出してしまう傾向にありますが、自分が

えらんだ図柄のカードに、自筆でひとこと添えて出

すというのも、機械だらけの生活と並行して、可能

性があるかもしれませんね。

深津 そうですね、自分の思いをその時々のカード

の絵に託して届けられますからね。ぼく自身、自分

の一方的な思い、大事な内容は、必ず書いて表現し

ますから。「カードテリア」の店にふみこんだとたん、

「あーっ」と歓声をあげるお客さんを、よく見かけ

ます。今までになかった何かに出会ったという驚き

なんでしょうか。

大村 流れとしては、自分で文章を手書きするとい

うことがどんどん減ってきているでしょう。その中

で、カードのような選択肢がひらけているというの

は、それだけ心の生活が豊かになることだと思いま

すね。

ことばによって心を伝えるという習慣は、これか

らはもっとあっていいと思うのです。人との交わり

というと、すぐお金や物をやりとりする、という習

慣から脱してね。今では、いきなりデパートから宅

配便でとどいて、前後になんのコメントもない、と

いうこともあたりまえのようになってきていますが、

それでは真意はわからない。小さくてもカード一つ

添えていれば人間らしいのにね。

深津 オープニングのときに、父が、この仕事のめ

ざすものは、ひとに Best Wishesを伝えることだと

言ったら、それを店名にしてお店を始めた人もいま

した。父はまた、このカードテリアの仕事は、自分

のひらいているキリスト教文化の世界の一部である

といって、喜んでいたようです。

大村 ここ数年は、バッハ合唱団の公演プログラム

に広告をいただいたり、おりおりにたくさんのカー

ドをご寄付いただいたりして、とても感謝していま

す。

お暇をつくれるようになって、大慈さんもバッハ

をお歌いになれる日が一刻も早くおとずれますこと

を願っています。たいへん長い時間のお話を、あり

がとうございました。 （編集･構成 大村健二）

第 18回＜ばっはめいと演奏会＞予告

2001年 7月 22日（日）14:00－16:00、経堂ヤマ

ハ・ミュージックホール（小田急線経堂駅前）と決

まりました。

出演者募集

1 独唱・重唱・独奏・アンサンブル

大枠はすでに決まっていますが、新しく参加を希望

なさる方も受け付けます。

2 バッハ＜宗教歌曲集＞コンテスト

大村恵美子訳詞『J.S.バッハ宗教歌曲集』の中から

1曲または 2曲、3節以上を歌う（節の選択は自由）。

参加者の内、3名に上記楽譜を贈呈。

募集要項

■資格 個人レッスン受講者・合唱団員・音楽学生・

専門家のほか、当日の演奏曲を集中学習した方でも

よい。

■曲目 ＜宗教歌曲＞を除いては自由。演奏時間

10分以内を厳守。

■参加費 ＜宗教歌曲＞のみの場合 3,000円

その他の場合 10,000円

（＜宗教歌曲＞を併せて歌う場合も同じ）

■手続き 事務局あて、氏名・住所・出演曲目・伴

奏者名を、参加費を添えて提出。

■申込締切り 6月 30日

■申込み先き ＜ばっはめいと演奏会＞事務局

東京バッハ合唱団内

《ロ短調ミサ曲》を一緒に歌いませんか？

東京バッハ合唱団では、来年、創立 40周年を記

念して《ロ短調ミサ曲》を上演します。

バッハ音楽の総合であり、人類の芸術的遺産の最

高峰とされるこの名曲を、あなたも一緒に歌ってみ

ませんか？

バッハの大曲は概してそうですが（マタイ受難曲

のように）、非常に歌いやすいのです。ただし丸 1

年をかけて練習をします。

この機会に、多くの皆さんのご参加をお待ちして

おります。

◎練習開始：本年 5月 14日（月）より

第 89回定演（5月 12日）終了後の練習日から、

本年 12月の第 90回定演の演奏曲目（クリスマス･

オラトリオ第Ⅰ部～Ⅲ部、カンタータ第 36番）の

練習と並行して始まります。

◎詳しくは、合唱団事務局まで、案内書をご請求く

ださい。



- 6 -

東京バッハ合唱団の創立記念会は、昨年にひきつ

づき、お 2人の後援会員のお話を中心とした内容で

行うことにいたしました。

昨年は、４人の後援会員の方々から、＜私のバッ

ハ体験＞を語っていただき、食事をはさみながら、

出席者全員とお話し合いをしていただきました。参

加された方々も多く、活発な展開があって、日ごろ

機会をもてないでいる、後援会員と団員との交流も

果たせて、大好評でした。

ただし、初めての試みで、改善の余地もあり、今

年は次の点を考え直してみました。

○お話を 3人以上の方にしていただくのは、時間

的に忙しすぎる。

○会食を兼ねるのも、あわただしい感じとなり、

別に切り離したほうが落ち着くのではないか。

○これまで一貫して、記念会のご案内には、ご招

待状と返信ハガキを同封して、団友・後援会員

各位にお送りしていたが、もっと開かれた会に

するため、月報のこの場をお借りして一般の

方々にも呼びかけ、また経費節約のためにも、

あらためてのご通知を省略させていただく。

【出席される方は、返信ハガキの代りに、同封

する郵便振替え用紙で、会費を予約振り込みし

ていただく】

以上の次第となりましたので、略式であるいは失

礼かとは存じますが、ご理解たまわりますよう、お

願い申し上げます。

東京バッハ合唱団創立 39周年記念会

ご案内

◆日時 2001年 7月 2日（月）18:30－20:30

◆会場 目白聖公会（JR山手線・目白駅下車 5分）

◆会費 1000円

【郵便振込みで予約、または直接申し込み】

シンポジウム＜心・くらし・歌＞

◆発題者

務台孝尚（後援会員、曹洞宗・宗福寺住職）

丸山真人（後援会員、東京大学教授・経済人類学）

司会 大村恵美子

務台氏は、1956年長野県の曹洞宗・宗福寺に生

まれ、駒澤大学大学院などで道元禅師の思想を学ば

れた後、現在はご実家の寺を継いでいらっしゃいま

す。バッハ合唱団でもかつてマタイ受難曲などを一

緒にお歌いになりました。曹洞宗の梅花流詠讃歌を

実践しておられます。

丸山氏は、1954年三重県松阪市生まれ。東京大

学大学院時代から「広義の経済学」に関心を深め、

留学後、明治学院専任講師などを経て現職。経済人

類学やジェンダー論など最先端の分野で、海外のさ

まざまな研究を日本に紹介し、研究をつづけていら

っしゃいます。

このお２人から、“心と口と行為と暮らし”

（Herz und Mund und Tat und Leben BWV147）

について、あらためて現代的な把握を伺うこと

ができることと存じます。

◆参加者全員の方々に、1992年発行の『東京バ

ッハ合唱団―三十年の歴史』（大村恵美子編著）

を 1冊ずつお持ち帰りいただきます。すでにお

読みの方が多いと思いますが、ＰＲ用としても

ご利用いただきたいのです。来年は創立 40周年

を迎え、新しい記念誌の編集が団員の手によっ

て現在進められています。

◆発題者を囲んでの会食

同日シンポジウムに引きつづき、20:40、目白「揚

子江」、会費：4,000円（予約とともに前納、締

切り 6月 30日）

シンポジウムについては、予約なしのご来場

にも応じられますが、会食の当日参加は、準備

の都合上ご容赦いただきます。

◆ご参加申込みは、同封の専用郵便振替用紙に

ご記入の上、郵便局でお振込みいただくか、直

接事務局へお申し込みください。

東京バッハ合唱団創立 39周年記念懇親会


